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卒業時

卒 業 時在学中入学時・進級時

＊個々の学生が学修した履修科目、
　その内容及び成績について幅広く
　明示的に示すことを目的とした取組み

社会福祉学科 R2 年度
卒業生の学習到達度［参考］

ディプロマポリシーに基づき、学科ごとに

設けられている「学修到達度自己評価基

準」を用いて、学期ごとに自分の学びがど

こまで到達しているのか学生自身が自己評

価を行います。大学側は卒業時までに到達

してほしい学びのレベルを領域ごとに５段

階で評価し、その評価結果をレーダーチャ

ートで表示します。卒業時には、全ての領

域でレベル５に近づけるよう知識・技術・

教養を高めます。

物事に関する考え方や取り組む姿勢など、
学力テストでは測れない、
社会で求められている能力

専門知識・技能を
身につける

専門科目 総合科目

学期ごとにどこまで学んだか　　　　　　　　　　　　を評価することで、学修成果
を確認し、モチベーションの　　　　　　　　　　　　向上につなげます。ふくたん
では、非認知能力などテスト　　　　　　　　　　　　で測れない能力も可視化でき
る仕組みを構築しています。

非認知能力を養うために

キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

私
が
変
わ
る
。
未
来
が
変
わ
る
。

医療・福祉産業

全 産 業
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短期大学等卒業後３年の在職率

63.5%

58.1%

74.1%

※2022年 厚生労働省
「新規学卒就職者の離職状況（平成31年３月卒業者）」参照

各学科ディプロマポリシー 非認知能力育成
など

就　職

めざす（育成 する）人材像

社会で求められる資質・能力

毎
年
就
職
支
援
ス
タ
ッ
フ
が

就
職
先
企
業
へ
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
企
業
が
望
む
人
材

や
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う

授
業
の
改
善
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
科
ご
と
に
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
試
験
対
策

講
座
を
実
施
し
、
学
生
た
ち

が
希
望
先
へ
就
職
・
進
学
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

就
職
支
援

キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育

入学前教育
入学までの期間を有
意義に過ごしてもら
うため、「入学前教育
プログラム」に取り
組んでもらいます。

「私」宣言
具体的な個人
目標を設定。

学　生 企　業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員

就
職
支
援

ス
タ
ッ
フ

相 談

求人公開

企業訪問　情報交換
新規求人開拓

求人検索

浦山学園独自のマッチングシステム

サポート

求人公開

企業ニーズ

97%
（2022年度卒業生 2023年3月1日現在）

高い在職率

ふ
く
た
ん
の
学
び
を
通
し
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
福
短
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
を
用
い
て
学
修
過
程
を
振
り
返
り
な
が

ら
個
別
面
談
を
行
い
ま
す
。
学
修
過
程
を
定
期
的
に
振
り
返
る
こ
と
に
よ

り
、
自
己
評
価
に
役
立
て
、
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
課
題
を
見
つ
け
、

一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
課
題
解
決
力
育
成

学
生
自
ら
地
域
に
出
向
き
、
在
学
中
か
ら
地
域
の
課
題

と
向
き
合
い
、
自
主
的
な
探
究
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
磨
き
、
課
題
解
決
し
て
い
け
る
力
を
育
み
ま
す
。

ディプロマサプリメント

学修到達度自己評価
自身の成長・適性確認

個別面談での振り返り

GPA
（成績評価値）

学修到達度評価
学生表彰

長く働き続けられる

進路決定率
社会に必要とされている

職場で自らの役割を見つけ、
周りからも認められているからこそ
仕事を続けることができる
ふくたん生の卒業後の在職率は、全産業での就職者
と比較しても、医療・福祉分野の就職者で比較して
も、下図のように全国平均を大きく上回っています。
それは、ふくたん生が社会に必要とされ、活躍し続
けていることを意味します。卒業生の活躍はふくた
んでの学びの成果の証明です。

卒業後の主な
進学先・就職先

74.1%
（2019年度卒業生）

卒業後３年の在職率

就職先業種

社会福祉
学科

看護学科

幼児教育
学科

専攻科
看護学専攻企業のニーズを

フィードバック
教育プログラムに
活かす

情報共有

ホスピタリティー
クリエイティビティー
の醸成

学修成果　　　　　   の可視化

知識・技術を
学ぶ

知識・技術を
関連づける

知識・技術を
課題解決に役立てる

新
し
い

「
私
」
を

つ
く
る

グ
ル
ー
プ
に

参
加
す
る
・

協
力
す
る

提
案
す
る
・

他
者
の
た
め
に

行
動
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
「
個
」の
学
び

I

I

C

C

E

E

過去・現在志向 未来志向

自
分
志
向

他
者
志
向

「ひと・こと・
もの」に
働きかける
「私」になる

福祉・看護・
教育に関わる
専門性を
発揮する

福祉社会に
生きる
「私」になる

自己・他者を
理解しコミュニ
ケーションする

福祉・看護・
教育に関わり
知識・技術を
習得する

他者に向けて
発信する

状況や関係を
把握して
考える

「私」の経験を
もとに考える

もう一人の
「私」を
立ち上げ考える

『私』宣言を
つくる

＊地域の課題を調査・分析
し、地域課題の解決を目指
す取り組みを行うことで、非
認知能力の向上に取り組み
ます

地域つくりかえ学
富山コミュニティー論

ふ
く
た
ん

Ideas（知識）…基礎・基本の習得
Connections（つながり）…関係・意味づくり
Extensions（応用）…探究と創造

I 
C
E

Ideas（知識）…基礎・基本の習得
Connections（つながり）…関係・意味づくり
Extensions（応用）…探究と創造

I 
C
E

I 
C
E

I 
C
E

ICE福短マトリックス 
どのように学ぶか  ICEモデル

ふくたん

 病院・医療機関 100%

 保育園・認定こども園 70%
幼稚園

児童福祉
施設

 病院95%

 社会福祉施設86%

 進学 5%

 社会福祉施設2%

 一般企業2%

 進学 5%

一般企業
9%

5% 21%

個別対応に
よる支援

など

重要視

企業と学生を直接つなぐ、
卒業生と学生を直接つなぐ、
新たなマッチングシステム

UMP
Urayama Matching 
Platform

学生全員が登録。チャット機能で企業と
直接やりとりができるため、就職活動を
より主体的に進めることができます。
卒業後も登録を続ければ、キャリアアッ
プ、転職のサポートを一生涯受けること
が可能です。
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